
ミチノクイチイゴケに似るが小型で、枝はふつうやや扁平に葉をつけ、葉を含めて幅1-1.5mm。葉は乾いて

も展開したままで、長さ1.2-2.2mm。葉身細胞は線形、薄壁でくびれない。葉の基部の下延部には大型で

透明、薄壁の細胞が少数ある。雄同株（異苞）。蒴柄は長さ1.5-2cm。蒴は円筒形、傾いて湾曲し、乾くと縦
のしわができる。蓋は円錐形で鈍頭。腐木上、木の根元、地上等に生育する。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Herzogiella  turfacea  (Lindb.) Z. Iwats.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハイゴケ科

兵庫県ランク…ツクモハイゴケ
環境省ランク… －


